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【１】 活動方針 

今年度は福祉有償運送の登録更新にあたります。更新手続きをして、安心して外出できる支援

を継続していきます。また、定例会で様々な情報を共有し、研修を通してきめ細かなサービスが

出来るように努めます。 

利用者が多く、全ての依頼に対応できるように日程の調整が必要なことが多くなりました。依

頼に無理なく対応できるようにメンバーを増やします。 

 綾瀬市で福祉有償運送の団体を新たに立ち上げる準備が進んでいます。活動開始に向けて協力

します。 

14 年使用している福祉車両(セレナ)の入れ替えを検討します。 

 

【２】 活動計画 

（１） 外出支援のサービス活動 

・様々な外出の要望に応じ、個々に合わせたきめ細やかで安全なサービスを提供します。 

・利用者の増加に伴い、新たなメンバーを増やします。 

・活動時間は月に 520 時間、件数は月に 370 件、移動距離は運行距離として 3,000 ㎞、迎車回送

距離として 1,200 ㎞を目標にします。 

・日本財団に福祉車両の助成を申請します。 

・お出かけ企画を春と秋の 2 回計画します。 

（２）自主サービス活動 

・福祉有償運送だけにとどまらず、子育て支援や、外出に困っている方への移動サービスを提供し

ます。 

（３）学習･啓発活動 

・組織内部の安全運転研修を行います。また福祉有償運送団体として必要な講習「安全運転管理者

講習会」などを受講します。業務上の技術の向上のために車椅子の階段介助などの学習会を計画

します。 

   ・W.Co 活動の理解や、事業の参考になる共育講座を受講します。 

   ・会員や地域への活動アピールとして会報｢希望｣を発行します。 

（４）福祉有償運送関連の活動 

・県央地区福祉有償運送運営協議会、国土交通省神奈川運輸支局へ事業報告をします。 

・福祉有償運送の登録の更新をします。 

・NPO 法人かながわ福祉移動サービスネットワークや、NPO 法人全国移動サービスネットワー

クに参加し、移動自由な社会を目指した活動を継続します。 

・綾瀬市の福祉有償運送の団体の立ち上げに協力します。 

（５）その他の活動 

・W.Co 移動部門会議への参加や他機関との情報交換で、移動介助サービスの協力体制をとってい

きます。 
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・W.Co リーダー会議に参加し、県央地区の福祉について情報を共有し、問題解決に努めます。 

・「海老名コミュニティ・オプティマム福祉マネジメントユニット会議」、社会福祉協議会主催の

「第１層協議体会議」に参加し、海老名の福祉について情報の共有や提言をしていきます。 

・生活クラブ運動グループ「居場所を考える会」に参加します。 

・「赤い羽根共同募金」「年末たすけあい募金」の街頭募金活動を行います。 


